
トリプルＣリサイクル技術の概要
（CO2-TriCOM：シーオーツートリコム）

【トリプルＣ】
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CO2-TriCOM
CO2吸収石炭灰焼結体

２．研究開発の概要

●混合した材料にマイクロ波を照射
することで，粉状の材料が溶融
焼結します。CO2をその過程で吸収し，
焼結体に固定化します。
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委託

中国高圧コンクリート工業

内 容 役 割 分 担

研究内容
１

ＣＯ２ 吸収焼結体の配合最適化検討
（ＣＯ２吸収量の向上）

広島大学
中国高圧コンクリート工業

研究内容
２

ＣＯ２吸収焼結体の製造システムの最適化検討
（ＣＯ２収支の向上）

中国電力
中国高圧コンクリート工業

研究内容
３

パイロットスケール（小型プラント）での焼結体試作・評価
中国電力
中国高圧コンクリート工業

研究内容
４

総合評価
中国電力
中国高圧コンクリート工業

中国電力

NEDO

広島大学

４．実施体制



2015～2019年
基礎研究（ラボスケール）

2019年～2023年
試作段階

2020～2022年
小型プラント

2030年以降 商用化
(高付加価値品)

2025～2029年
実用化検討

５．研究開発スケジュール

2022～2025年
スケールアップ

検討

20202020 2020



（参考）その他の石炭灰製品

石炭灰ホームページ


